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－ 研究目的 －

発表論文 D. Shimizu, H. Sotome, H. Miyasaka, K. Matsuda, ACS Cent. Sci. 2024, on the web. Doi: 10.1021/acscentsci.4c00284.

２つのスピンの三重項状態と一重項状態がエネルギー的に近く、温度変化により占有数が変化するジラジカル
分子を合成し、分子コンダクタンスを個別に観測することを目的とする。三重項状態と一重項状態の分子物性を、
時間によってデジタルに変化する物性として計測することができると考えられる。開殻系分子が関与するユニー
クな電子物性を見出し、新たな分子エレクトロニクス機能を実現することを目的とする。

－ 研究成果・効果 －

三重項状態と一重項状態のエネルギーが室温で
共存可能なほど近く、紫外可視域の光吸収挙動
が三重項状態と一重項状態で大きく異なるジラジ
カル分子の合成に成功した。トリプチセン骨格を
もつこの分子は室温で650 nmの近赤外領域に吸
収帯を持つが、温度を下げるとこの吸収帯の強
度が増加し、強度変化は磁化率測定によって求
められた一重項状態の占有率で説明できたこと
から一重項状態に特有の吸収であることが示唆
された。
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